
　7月16日に開催した研修会では、生産者と関係者とが一同に会し、
現物を確認しながら県下の品質基準を統一するために開催しました。昨
年産より、全農しが・平和堂さんからの提案で、「近江のかぼちゃ」に取
組み、品種転換による収量と品質の向上や、食品残渣を活用した堆肥
を使用した持続可能な栽培推進を行い、店頭では「循環エコ野菜」とし
て販売されます。JAでは、輪作体系として、かぼちゃあとのブロッコリー
を推奨し、農家所得の向上と園芸作物の生産振興を行っています。ご
興味のある方は、ぜひお気軽にお声がけ下さい。

営農指導
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特産振興課
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藤原　良輔

多年生雑草

オモダカ クログワイ ホタルイ

対策②「刈跡除草剤散布」
　収穫後、茎葉から根まで浸透移行して地下部まで枯らすことのできる
除草剤（ラウンドアップ）の散布をします。塊茎を肥大させず枯らすこと
ができれば、翌年の発生量を減らすことができます。

対策①「秋耕し」
　塊茎は乾燥や寒さに弱いため、地中にあった塊茎を地上に出し
て枯らします。完全に無くなるわけではありませんが、翌年の塊
茎の発生量を減らすことができます。

多年生雑草の防除

土壌改良資材の散布

塊茎寿命：
オモダカ、ホタル
イ1～2年・クロ
グワイ3～5年

除草剤
ラウンドアップ
マックスロードの
水稲刈跡散布の
ポイント

防除のポイント
　多年生雑草のオモダカやクログワイ、ホタルイは、稲刈り後も生育を続け、地中で塊
茎を形成し肥大させることで、翌年の発生源となります。このような難防除雑草を減らす
ためには、本田で効果のある除草剤の散布に加え、収穫後に塊茎を減らす対策を行います。
※ホタルイは越冬株の短い根茎からも発生します

pick up  かぼちゃの生産振興
　　　出荷前の目合わせ研修会の開催

土壌改良資材の 効果
アルカリ補給効果 ＋ ＋

分解促進

ｐＨの上昇

カドミウムのカドミウムの
吸収抑制効果吸収抑制効果

生育促進・窒素吸収量の促進
草型改善・根量確保

秋落ち軽減

品質向上と 安定生産を 目指す！！

受光態勢がよくなり、受光態勢がよくなり、
光合成が盛んになります。光合成が盛んになります。

ＪＡレーク伊吹の土づくり資材
田華の豊稲の粒状（左）と砂状（右）

詳しくは、営農担当者までお問い合わせ下さい！！

リン酸補給効果

倒伏軽減倒伏軽減

硫化水素・有機酸の減少
による根活力向上

ケイ酸補給効果

基準施用量
粒状の場合　60kg～ 80kg／10a
砂状の場合　60kg～100kg／10a

（圃場の土壌ｐHに応じて施肥量を調整して下さい。）
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次年産に向けての
取り組み

水稲

3全体運／考え事が多そうですが神経質になり過ぎないように。土と触れ合う時間が心を癒やしてくれます。観劇にツキ
健康運／家の中の危険箇所をチェックしてけがを防止　幸運の食べ物／サトイモ

牡羊座
3月21日〜4月19日

　
ス
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を
フ
ダ
ン
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ウ

（
不
断
草
）と
い
い
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
同
じ

ア
カ
ザ
科
の
野
菜
で
、お
ひ
た
し
・
あ
え
物
・

炒
め
物
に
利
用
し
ま
す
。

　
生
育
適
温
は
15
～
20
度
で
す
が
、
暑
さ
・

寒
さ
に
強
く
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
作
り
に
く

い
夏
に
容
易
に
栽
培
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
フ
ダ
ン
ソ
ウ
の
名
前
は
季
節
を
問
わ

ず
絶
え
間
な
く
栽
培
で
き
る
こ
と
に
由
来
し

ま
す
。
中
間
地
で
は
、
春
ま
き
は
4
月
に
種

ま
き
し
、
5
、
6
月
に
収
穫
し
、
夏
ま
き
は

7
月
に
ま
い
て
8
月
に
収
穫
で
き
ま
す
。
秋

ま
き
は
10
月
に
種
ま
き
し
、
12
月
か
ら
下
葉

を
か
き
な
が
ら
収
穫
を
始
め
ま
す
。

［
品
種
］「
ア
イ
デ
ア
ル
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）、

「
ブ
ラ
イ
ト
ラ
イ
ト
」（
タ
キ
イ
種
苗
）は
葉

柄
、
葉
脈
が
赤
、
白
、
黄
色
な
ど
に
着
色
し

ま
す
。フ
ダ
ン
ソ
ウ
と
呼
ば
れ
る
品
種
に
は
、

「
ふ
だ
ん
草
」「
う
ま
い
菜
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］
事
前
に
1
平
方
m
当
た
り
苦

土
石
灰
1
5
0
g
を
予
定
の
畑
に
散
布
し

て
耕
し
て
お
き
ま
す（
図
1
）。
そ
の
後
、
化

成
肥
料
2
0
0
g
と
堆
肥
2
kg
を
施
し
、

床
幅
90
cm
の
栽
培
床
を
作
り
ま
す
。

［
種
ま
き
］
10
～
30
度
で
発
芽
し
、
適
温
は

25
度
程
度
で
す
。
じ
か
ま
き
で
は
条
間
20
cm

程
度
、
株
間
5
cm
程
度
の
間
隔
で
1
カ
所
に

3
、
4
粒
を
種
ま
き
し
ま
す（
図
2
）。
1
粒

の
種（
種
球
）か
ら
2
、
3
本
発
芽
す
る
の

で
、
厚
ま
き
し
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。
種
ま
き
後
は
、
不
織
布
で
べ
た
が
け
を

し
て
、幼
苗
を
保
護
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

苗
作
り
を
す
る
場
合
は
セ
ル
ト
レ
ー
や
小
型

ポ
ッ
ト
を
使
い
、本
葉
5
、6
枚
ま
で
育
て
、

栽
培
床
に
条
間
20
cm
程
度
、
株
間
15
cm
程
度

に
植
え
付
け
ま
す
。

［
間
引
き・
追
肥
］
発
芽
後
2
、
3
回
に
分

け
て
間
引
き
ま
す
。
初
め
は
本
葉
が
開
く
頃

に
、
生
長
の
遅
れ
た
株
や
密
に
な
っ
て
い
る

所
の
株
を
抜
き
取
り
ま
す
。
最
後
の
間
引
き

で
本
葉
4
、
5
枚
の
頃
に
株
間
15
cm
程
度
に

し
ま
す
。
こ
の
と
き
追
肥
と
し
て
化
成
肥
料

は
1
平
方
m
当
た
り
30
g
程
度
を
条
間
に

施
し
て
根
元
に
軽
く
土
寄
せ
し
ま
す
。

［
収
穫
］
え
ぐ
み
の
少
な
い
若
取
り
を
心
が

け
、
春
ま
き
で
種
ま
き
後
40
～
50
日
、
夏
ま

き
で
30
～
40
日
、
秋
ま
き
で
は
40
～
60
日

で
、
草
丈
が
20
cm
く
ら
い
か
ら
収
穫
し
ま
す

（
図
3
）。
下
葉
か
ら
か
き
取
っ
て
利
用
す
る

と
、
長
い
間
楽
し
め
ま
す
。
カ
ラ
フ
ル
な
品

種
を
観
賞
用
と
す
る
と
き
は
、
葉
の
長
さ
を

40
～
50
cm
ま
で
大
き
く
す
る
と
良
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
、

秋
ま
き
で
は

冬
に
向
か
う

に
つ
れ
、
葉

が
鮮
や
か
に

着
色
し
ま
す
。※  

関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を

　
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

園芸研究家
成松次郎
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　カ
ラ
フ
ル
な
葉
は

観
賞
用
に
も

　JAレーク伊吹では土づくりを積極的にすすめています。水稲
収穫作業後は、来年度の栽培に向けた「土づくり」の大切な時期
です。良質米生産の基本となる土づくり資材を散布ください。
　ご注文につきましては、令和７年度産水稲資材「JAレーク伊吹
土づくり資材申込書」にご記入の上、期日までにお申し込みご協
力いただきますようよろしくお願い申し上げます。

土づくり資材 「田華の豊稲（粒状・砂状）」の
お申し込みについて

4 全体運／実り多い月。収穫を楽しみましょう。会合には出席を。楽しいことには率先して取り組んで。連絡を密にすると◎
健康運／体操教室に参加を。仲間と一緒に取り組んで　幸運の食べ物／リンゴ

牡牛座
4月20日〜5月20日


